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耐震住宅１００％ 

２０１４年９月２２日（東京） ２０１5年９月1日（大阪） 



１．清水次郎長生家改修工事のご報告 

２．収支報告 

３．法人化へのご提案 



１．清水次郎長生家改修工事のご報告 
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総工事費 

2500万円 

改修工事内容の検討と 
文化財登録審査により着工遅延 

2016年10月着工→2017年3月完成 
文化財指定（予定） 



伝統構法であったため、NCNだけでなく、 
JASQA関西支部に客観的な視点で構造設計をレビュー。 

伝統構法に 
対し 

 
限界耐力計算法

を採用 



現状 



評価後 

本評価書は、お手元の資料を御覧ください 



次郎長生家の今後について 

・見学会の実施 

・報告会・勉強会・ワーキング・グループの実施 

実際の工事現場での見学会ツアーを開催 

伝統構法に対する耐震改修工事の勉強会などの意見交換 

耐震改修のレポートや文化財登録などを 
ホームページで公開するなど、 
販促ツールとしての活用も 
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実行委員 

168社 



２．収支報告 



３．法人化へのご提案 



2020年までに１００％にする道筋 

2014 2014 

2015 2015 

2016 2016 

2017 2017 

2018 2018 

2019 2019 

メディア露出（社会的信用の獲得） 

お客様や近くの方々への活動 

地域での活動 

建築業以外の方も 
巻き込んで活動 

他社も巻き込ん
で活動 

2015〜2016年は、 

「ＯＢ・新築のお客様に知ってもらう」 
 
2017〜2018年 

「工務店から地域活動へ」 
 
2019〜2020年 

「社会全体の活動へ」 

社会的信用の獲得 

社会活動へ 

地域の人に情報発信 

イベント 
（認知） 

耐震住宅100％の実績をアピールし、 
自社も見込客へのイベントに参加すること
で、「耐震住宅100％」を知ってもらう。 

より多くの人に情報発信 

耐震住宅100％について、多くの仲間がい
ることをアピールすることで、認知ととも
に、信頼を獲得できるようなイベントを開
催。 
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耐震化率

８２％ 
耐震化率

８２％ 



耐震住宅１００％ 法人化 

この２年間の社会的な実績 

継続して活動できる仕組みづくり「一

般社団法人」 



一般社団法人化する目的 

１．活動の透明性・継続性  
 
２．社会的信用・認知（プロモーション） 
 
３. 営利目的企業では 
    参加しにくいプロジェクトの参加 
 
４. 勉強会、研究会の開催 
 
 （寄付金などのボランティア活動など） 



基本的な事業内容（案）としては、次のように考えています。 
 

①耐震への認知活動 

   

②耐震に関する調査・レポート 

 

③行政・自治体との窓口事業 

   

④他団体との研究会共催 

   

⑤その他  社員教育、認定制度の発足など。 



例えば、 

これからの住宅に対する 
国や行政などの補助金や助成金への参加 



例えば、 

１社では難しかった 
自治体や有識者とのイベントやセミナー 



例えば、 

レジリエンス協議会や自治体などの 
研究会やワーキング・グループへの参加 



一般社団法人を設立するために 

一般社団法人を設立するためには、 
 
①発起人２名以上（理事、監事、会計監査人等） 
 
②出資金はなし 
 
③非営利法人として登録 
 （収益事業以外には税制優遇がある） 

まずは、NCNで事務局を行います。 



これからのスケジュール（案） 

2016年10月 

  一般社団法人設立準備委員会を開催。 

      （代表・理事選出、定款の作成など） 

2017年から 

   研究会や勉強会、イベントなどを開催 

  

2017年1月17日（案） 

一般社団法人耐震住宅100％実行委員会設立、発起人会                     



設立準備委員会で検討すること 



総 会 

一般的な社団法人の組織図（参考） 

実行委員 

理事会 

運営委員会 研究委員会 事業委員会 

研究・調査 広報・イベント 
勉強会など 

事務局 

各自治体等との連携 

エリア制 
支部制など 

検討 

エリア制 
支部制など 

検討 



一般社団法人化することで 
実行委員の方、すべてが社員となります。 

皆様と一緒に継続できる仕組みに 

一般社団法人耐震住宅100％実行委員会を 



2020年までに１００％にする道筋 

2014 2014 

2015 2015 

2016 2016 

2017 2017 

2018 2018 

2019 2019 

メディア露出（社会的信用の獲得） 

お客様や近くの方々への活動 

地域での活動 

建築業以外の方も 
巻き込んで活動 

他社も巻き込ん
で活動 

2015〜2016年は、 

「ＯＢ・新築のお客様に知ってもらう」 
 
2017〜2018年 

「工務店から地域活動へ」 
 
2019〜2020年 

「社会全体の活動へ」 

社会的信用の獲得 

社会活動へ 

地域の人に情報発信 

イベント 
（認知） 

耐震住宅100％の実績をアピールし、 
自社も見込客へのイベントに参加すること
で、「耐震住宅100％」を知ってもらう。 

より多くの人に情報発信 

耐震住宅100％について、多くの仲間がい
ることをアピールすることで、認知ととも
に、信頼を獲得できるようなイベントを開
催。 
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耐震化率

８２％ 
耐震化率

８２％ 




